








































第2章では、本実験の試料として使用した HgTe，HgSe， CdTe，およびCむHg1-xTe の結晶製作
について述べている O
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混晶比 (x)依存性を求めた結果について述べている O そして、これまで実験的に求められていない、
HgTeのスピン軌道分裂ム。の信号を観測し、混品比依存性およびr6，rSのバンドの反転よりこの









なるバンド・パラメータの混晶比依存性を求めている O また、 HgTeのスピン軌道分裂ムOの信号を実
験的にはじめて確認している O 光学定数の測定には偏光解析法を用い、 HgTe，HgSeについてフォト
ン・エネルギーの関数として光学定数を求め、反射率測定やエレクトロレフレクタンス測定による結





ついても提案している O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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